
 

 

 

 

 

 

 
 

よこはま動物園で飼育していたボウシテナガザルの「コーリー」及びユーラシアカワウソの「ヒメ」

が死亡しましたので、お知らせします。 

 

〇ボウシテナガザルの「コーリー」 

性  別： メス 

出 生 日： 平成 21 年９月 14 日（14 歳） 

死亡日時： 令和５年９月 16日（土）午後２時 55分死亡確認  

死  因： 急性腎不全 

経  過： 令和５年７月後半から食欲が不安定となり、８月後半には採食量の低下がみられてい

ました。検査をし、経過を観察しながら対処していましたが、その後も採餌意欲の回復

はみられず、９月 16日に死亡を確認しました。 

●コーリーのプロフィール 

平成 21 年９月 14日に、日本モンキーセンターで生まれ、平成 28年によこはま動物園へ来園しま  

した。平成 30 年には当園個体のゴピットとペアになり令和３年にはプロイが生まれました。コーリ

ーに育児行動が見られなかったためプロイは人工哺育となりましたが、その後もゴピットと追いか

けっこをしたりグルーミングし合ったり、仲睦まじく過ごす姿が見られました。 

 

〇ユーラシアカワウソの「ヒメ」 

性  別： メス 

出 生 日： 平成 20 年 11 月 30 日（14 歳） 

死亡日時： 令和５年９月 19日（火）午後３時死亡確認 

死  因： 循環不全 

経  過： 令和５年に入ってから採食量が安定せず、７月中旬には 

足腰も弱くなり、呼吸困難な様子がみられていたため、検査をし、非公開エリアで経過 

を観察しながら対処していましたが、９月 19日に死亡を確認しました。 

●ヒメのプロフィール 

平成 20 年 11 月 30 日に広島市安佐動物公園で生まれ、平成 22 年３月によこはま動物園に来園しま

した。オスのオッチー（平成 30 年死亡）とペアになり、平成 28 年にリュウ（現在は安佐動物公園飼

育）が生まれました。イベントなどで活魚を与えた際には、すばやい泳ぎと岩に隠れた魚を見つけ出し

て捕らえる、野性味あふれた力強い様子を見せてくれました。 

 

                                                        

 

 

お問合せ先 

よこはま動物園 副園長 久保 良法  Tel 045-959-1298 

指定管理者：（公財）横浜市緑の協会 

令 和 ５ 年 ９ 月 2 5 日 
（公財）横浜市緑の協会 
よ こ は ま 動 物 園 

記 者 発 表 資 料 

よこはま動物園ズーラシア 
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【参考資料】 

■ボウシテナガザルについて 

和  名 ボウシテナガザル 

英  名 Pileated Gibbon 

学  名 Hylobates pileatus 

分  類 霊長目  テナガザル科  

分  布 タイ東部、カンボジア  

生  態 

熱帯雨林の高い木の上で、家族単位で生活しています。主食は果物

や木の葉などです。メスは体が銀灰色で胸と頭が黒く、この種の名

前の由来になっていますが、オスは四肢の先と顔の周り以外は真っ

黒で、メスとは全く違う色をしています。毎朝、数キロ先まで聞こ

えるような大きな声で 15 秒程度の鳴き交わしを繰り返し行います

が、この時の歌声も雌雄で全く異なります。森林伐採などによって

数が減り、テナガザル類の中で最も絶滅が心配されているものの一

つです。  

ワシントン条約 

（CITES） 

附属書Ⅰ：絶滅のおそれのある種で取引による影響を受けている又は受ける

おそれのあるもの 

国際自然保護連合 

（IUCN） 

レッドリスト 

絶滅危惧種（ EN）：近い将来における野生での絶滅の危険性が高いも

の  

当園飼育頭数 ４頭（オス２頭、メス２頭）※今回死亡した個体を含まず 

国内飼育園館 ３園館 12 頭（オス７頭、メス５頭）※令和５年８月末現在 

 

■ユーラシアカワウソについて 

和  名 ユーラシアカワウソ 

英  名 Eurasian Otter 

学  名 Lutra lutra chinensis 

分  類 食肉目 イタチ科 

分  布 中国ほかユーラシアに広く分布 

生  態 

ツンドラ以南のユーラシア大陸全土の淡水域や条件によっては海岸

付近にも見られ、カワウソ類の中では最も広い分布域を持っていま

す。エサは魚、カエル、甲殻類などの魚介類が中心です。社会形態

は環境によって変わると言われ、単独で生活するものからグループ

を形成するものまであります。かつて良質の毛皮を狙った狩猟によ

って生息数が激減し、近年でも川の汚染や護岸工事などの環境破壊

によって生存が脅かされています。  

ワシントン条約

（CITES） 

附属書 I：絶滅のおそれのある種で取引による影響を受けている又は受けるおそ

れのあるもの 

国際自然保護連合 

（ＩＵＣＮ） 

レッドリスト 

準絶滅危惧種（NT）：現時点では絶滅の危険度は小さいが、環境の変化によって

は「絶滅危惧」になる可能性のあるもの 

当園飼育頭数 欧州亜種１頭（オス０頭、メス１頭） ※今回死亡した個体を含まず 

国内飼育園館 
中国亜種１園館 ２頭（オス１頭、メス１頭）  

欧州亜種５園館 ９頭（オス６頭、メス３頭） ※令和５年９月 19 日現在 
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■よこはま動物園ズーラシアについて 

◆入 園 料：大人 800 円、中人・高校生 300 円、小・中学生 200 円、小学生未満無料 

毎週土曜日は高校生以下無料（要学生証等） 

よこはま動物園・金沢動物園共通年間パスポート 18 歳以上 2,000 円 

◆開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで） 

◆休 園 日：毎週火曜日（祝・休日の場合は開園し、翌日休園）12/29～1/1 ※9/13～10/16 は無休 

◆交  通：相鉄線「鶴ヶ峰」「三ツ境」駅から「よこはま動物園」行きバスで約 15 分、JR 横浜線・

横浜市営地下鉄「中山」駅から「よこはま動物園」行きバスで約 18 分、「横浜」駅から

「よこはま動物園」行きバスで約１時間 

◆U R L：https://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/zoorasia/         

◆住  所：横浜市旭区上白根町 1175-1  

◆問合せ先：045-959-1000 


